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成績評価の
方法・基準

期末試験（100%）、授業内容により、課題提出も有り（対面・オンライン共通）

教員からの
メッセージ

授業は進行状況により内容を変更することがあります。オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オン
ラインクラスで変更のシラバスを周知いたします。

教科書
公衆栄養学実習第２版-事例から学ぶ公衆
栄養学プログラムの展開-

手嶋哲子・田中久子編著 同文書院

参考図書
国民衛生の動向
管理栄養士栄養士必携データ・資料集

厚生労働統計協会
社団法人日本栄養士会編

厚生労働統計協会
第一出版

公衆栄養プログラムの
展開②

到達目標：学校保健対策・食育推進に関する公衆栄養プログラムの特徴やポイントについて
理解する。学習内容：公衆栄養マネジメントに基づいた学校保健対策・食育推進の実践事例
について学習する。

公衆栄養プログラムの
展開③

到達目標：成人保健対策に関する公衆栄養プログラムの特徴やポイントについて理解する。
学習内容：公衆栄養マネジメントに基づいた成人保健対策の実践事例について学習する。

公衆栄養プログラムの
展開④

到達目標：高齢者保健対策に関する公衆栄養プログラムの特徴やポイントについて理解す
る。学習内容：公衆栄養マネジメントに基づいた高齢者保健対策の実践事例について学習す
る。

公衆栄養プログラムの
評価①

到達目標：健康増進計画の評価の考え方について理解する。
学習内容：健康増進計画の目標や指標に対する評価の方法などについて学習する。

公衆栄養プログラムの
評価②

到達目標：地域における事業計画の評価プロセスについて理解する。
学習内容：事業評価の具体的な方法について学習する。

公衆栄養プログラムの
展開①

到達目標：母子保健対策に関する公衆栄養プログラムの特徴やポイントについて理解する。
学習内容：公衆栄養マネジメントに基づいた母子保健対策の実践事例について学習する。

到達目標：健康増進計画策定のプロセスについて理解する。
学習内容：公衆栄養プログラムの計画、健康増進計画の立案について学習する。

公衆栄養プログラムの
計画策定②

到達目標：地域保健・栄養活動計画について理解する。
学習内容：事業計画の立案などについて学習する。

公衆栄養アセスメント③
到達目標：食事調査方法について理解する。
学習内容：地域診断における食事調査について学習する。授

業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

地域における
公衆栄養プログラム

到達目標：地域での公衆栄養プログラムの展開と対象ついて理解する。
学習内容：PDCAサイクルに基づく地域と密着した公衆栄養活動の展開とその対象について学習す
る。

行政機関の役割と連携
到達目標：公衆栄養プログラムを実施する行政機関および地域の関連機関の役割や活動について
理解する。学習内容：公衆栄養プログラムを実施する行政機関および地域の関連機関の活動内容と
連携方法について学習する。

社会環境の整備
到達目標：栄養・食生活支援と食を通じた社会環境の整備について理解する。
学習内容：施策と食環境整備、食を通じた社会環境の整備の促進などについて学習する。

健康危機管理
到達目標：災害時に備えた健康管理対策について理解する。
学習内容：災害時の栄養・食生活支援、各種連携について学習する。

公衆栄養アセスメント①
到達目標：地域診断を行う目的について理解する。
学習内容：行政、行政以外の機関・組織地域診断について学習する。

公衆栄養アセスメント②
到達目標：地域診断の実際について理解する。
学習内容：目的に応じた地域診断や健康課題の特定などについて学習する。

公衆栄養プログラムの
計画策定①

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

科目名 地域栄養計画論
教員名 根本　偉代 時間割表参照

（科目番号） （時間割参照） 非常勤講師

授業概要
保健・医療・福祉・介護システムの中で、栄養上のハイリスク集団の特定とともに、あらゆる健康・栄養状態の者
に対し適切な栄養関連ニーズを提供するプログラムの作成・実施・評価に必要な理論と方法を習得する。

目的・目標
目的：地域・職域における公衆栄養活動を実践するために必要な公衆栄養マネジメントを理論的に学修する。
目標：地域の課題分析、事業企画とその評価、集団に対して行われる健康教育を理解できる。


